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障害者への性的支援のあり方を考える

特定非営利活動法人ノアールの理念と活動を中心に

草山太郎（追手門学院大学教員）

1． はじめに
　本報告では、障害者の性的支援のあり方について考えるために、2004年7月に設立された特定非営利活動法人ノアール（以降「ノアール」）を取り上げる。
　その理由は、ノアールが提供／構想する障害者への性的支援については、関心を寄せる人は一部にいるものの、広く知られているとは言い難いからである。じつは、一般社団法人ホワイトハンズ（2008年活動開始、2011年10月一般社団法人化：以降「ホワイトハンズ」）についても知られていないことが多い。そこで、ホワイトハンズについても必要に応じてノアールと比較しつつ紹介する。
2． 理念
　ノアールの理念については同法人のホームページにアップされている「設立趣意」（資料①）などいくつかの資料がある。ここでは、「性的支援について」（資料②）に沿ってみてみたい。
　２．１　マスターベーション介助

　本資料では、はじめにノアールの提供する性的支援のひとつである「マスターベーション介助」について述べられている。
「ノアールとしては、ご自身の手でマスターベーションを行なっていただくことを基本姿勢としています。」
　この「ご自身」とはサービスの利用者のことである。利用者「自身の手」でマスターベーションを行うということは、支援者は利用者の性器に直接触れることはしない、という意味である※1。マスターベーション介助というと、支援者が直接性器に触れて刺激を与える行為を想像するかもしれない。しかし、ノアールはそうではないとしていることを、ここでは確認しておきたい。ただ、熊篠氏がマスターベーション介助の実演映像※2を見ると、実際には、性器の刺激を意図したものではないが、支援者が性器に触れる行為もみられる。
　一方、ホワイトハンズは「射精介助」という名称でサービスを提供している。このサービスは、サービスの提供者が利用者の性器に直接触れて刺激を与え、射精まで導くというものである。
※1　熊篠慶彦氏へのインタビュー（2017年5月5日）
※2　マスターベーション介助のあらまし
    Sexuality and people with Disabilities 【無修正】【年齢制限】
    (http://www.npo-noir.com/?page_id=2628：10月10日閲覧)
　２．２　環境整備

　では、ノアールの行うマスターベーション介助とはどのような支援なのだろうか。
「マスターベーションをする環境を整備、コーディネートすることを基本とし、パーソナルケアサービスの概念の下に支援を行ないます。」

　マスターベーションをする環境の整備とは、たとえば、マスターベーションはできるがパンツの上げ下ろしができない障害者のパンツの上げ下ろしをする支援、性器のある場所まで手を持っていくことができない障害者の手をその場所まで持っていく支援、性器を握ることはできるけど腕を動かすことができない障害者の腕を動かせる支援、などである。
　２．３　「身体状況の把握」と「必要最低限度の支援」

　しかし、どうしても「自身の手」でマスターベーションができない障害者もいる。たとえば、両腕がない障害者の場合、「自身の手」で性器を握ることができない。そのような障害者がマスターベーションをしたいと思った場合、ノアールのマスターベーション介助を受けることはできないのだろうか。
「なるべく利用者の手でマスターベーションや自助具の利用動作を行なっていただきますが、性器に手が届かない、握る事ができない、腕を動かす事が困難など、様々な身体状況を把握し必要最低限度の支援を行ないます。」

　ポイントは、①「身体状況の把握」と②「必要最低限度の支援」を原則とするという2点である。①については、「３．活動」の「身体状況のアセスメント」のところでみる。ここでは、身体状況の把握をすることをとおして利用者との双方向のコミュニケーションをとり、ニーズを聴き取ることをノアールは重視している、という点をおさえておきたい。

　もうひとつのポイントである「必要最低限度の支援」については、この部分を読むとADLの自立を至上の価値とする旧来の自立観がノアールの理念にあるような感じがする。しかし、「添い寝介助」に関するインタビューで熊篠氏は次のように語っている。「添い寝介助」のサービス提供について、支援の開始時には、ノアールが送迎等の性的支援に関わらない部分も含めて全面的に支援するが、状況を見ながら支援の割合を変え、最終的に、利用者自身がさまざまな社会資源を利用する等によりノアールは性的支援に関する部分だけを担当するのが理想だと述べている。それは、現在の体制では性的支援に関わらない、他のサービスでカバーできる部分まで提供する余裕はないためであるという※3。

※3　熊篠慶彦氏へのインタビュー（2017年5月5日）
　２．４　「個」を尊重した支援
　ノアールはマスターベーションおよびマスターベーション介助について次のようにも述べている。
「あくまでもマスターベーションは“個”であり、その“個”の部分を尊重した支援を最優先します。」

　この「“個”」の尊重とは、利用者個々の身体状況に応じた支援を提供することに対するこだわり、つまり、個別性の尊重という意味である。前に見た双方向のコミュニケーションをとる中で、利用者の個別性がどこにあるのかを探りながら、サービス提供の方向性や具体的な支援の内容を確定して行くことを、ノアールは重視している。
　２．５　重視される「中間支援」

　ノアールのマスターベーション介助はどのような構成になっているのだろうか。
「つまり、利用者と性的介助士（プロパー）の身体接触は最終手段ということになり、見守りや安全・衛生の確保など環境の整備、自助具の開発・制作・改良などの中間支援重視となります。」
　ノアールの支援は、周辺の環境を整えることに加え、可能な限り直接の身体接触をともなうことなくマスターベーションを介助するという方針をとっている。それでもなお、不可能な場合については、直接の身体接触をともなうサービスについても射程に入れている。
　２．６　基本としての「同性介助」

　マスターベーション介助の支援者の性別について、ノアールはどのように考えているのだろうか。
「利用者は、サービスを行なう性的介助士（プロパー）を選ぶことはできません。
同性介助を基本とします。それはあくまでも「利用者の手の役割を担うだけ」だからです。異性が良いなどのリクエストは一切考慮いたしません。
※性同一性障害などには出来る限り配慮します。」

　ノアールのマスターベーション介助の支援者は「同性介助を基本とする」とされている。マジョリティであるヘテロ・セクシュアルの人たちに同性介助を提供するのはよい。それを基本としながらも、ヘテロではないマイノリティの人たちについての配慮がなされるかどうかがポイントである。ここで、ノアールは支援者の性別を配慮する対象の例として、「性同一性障害」をあげている。しかし、この例は適切とはいえない。それは、ここで意識されるべきは、ジェンダー・アイデンティティではなく、同性愛やバイセクシュアルというセクシャル・オリエンテーションであるからだ。この例をもってノアールが伝えたいことは、さまざまな属性の利用者に臨機応変に対応する、ということだと理解できる。そうであるならば、この例は不必要な誤解を招くものである。
　一方、ホワイトハンズの射精介助では、サービス提供者の性別を選択できることになっている※4。なぜ、このような選択を認めているのだろうか。さらに疑問なのは、選択できるのであれば、それに対応できる性別のサービス提供者が揃えられているのが当然である。しかし、ホワイトハンズの「ケアスタッフ求人情報　採用基準」をみると、「募集人員は「女性ケアスタッフのみ」です。男性ケアスタッフの募集は行っておりません」※5となっている。坂爪氏自身も、現在男性スタッフはいないと述べている※6。
※4　http://www.whitehands.jp/faq.html#1：2017年10月13日閲覧
※5　http://www.whitehands.jp/cares.html：2017年10月13日閲覧

※6　坂爪真吾氏講演「セックスと障害者」、公開セミナー「性的マイノリティ（障害のある人のセクシュアリティ）と多元的共生」、立教大学、2017年9月30日
　２．７　リクエストに応える「中間支援」
「マスターベーションに係る中間支援については、一部有料となりますが極力リクエストにお応えいたします。例えば、映像媒体のセット・操作、後片付け、一部の身体介助、自助具の制作等については、有償にてサービスを提供します。」
　ノアールはマスターベーション介助に関連するサービスについて、「極力リクエストにお応え」するとし、その例として映像のセット、操作の例を挙げている。ノアールのマスターベーション介助は、利用者が望めばアダルトビデオを視聴しながら受けることができる、ということである。
　一方、この点に関しては、ホワイトハンズでは以下のようになっている。

「ケア中のDVDや写真集等の利用は、原則としてお断りしております。ホワイトハンズのケアは、ケアスタッフの手による物理的刺激のみによって、性機能の廃用症候群予防及び健康管理を行う「介護行為」です。
「視覚的刺激による性的興奮の喚起は、ケアの趣旨から外れるので、原則として、利用者の性的興奮を喚起するようなDVDや写真集の使用は、お断りしております」※7
※7　http://www.whitehands.jp/faq.html#1：2017年10月12日閲覧
　このように、ノアールとは対照的に、「原則」というエクスキューズはついているものの、ホワイトハンズの提供するサービスの「趣旨から外れる」と言う理由によってDVD視聴等の支援は行わない旨が述べられている。
　以上、ノアールの「性的支援について」に沿ってみてきた。
　あと2点、理念に関わって気になる部分についてみておきたい。

　２．８女性への性的支援
　ひとつめは、女性への性的支援についてである。ノアールはどのように考えているのだろうか。
　「（マスターベーション介助の対象には）女性も含む。男性の終点はわかりやすいじゃないですか。女性はわかりにくい。だから、アセスメントの段階で、どこを終点にしますか、ということは出てくる。あと、時間的なこととか、発作が起きるのかどうか、痙性がどうなのかなどもはっきりさせた上で。」※8
　まず、「時間的なこと」以降の内容は女性特有のことではない。また、マスターベーション介助の「終点」が男性はわかりやすいが女性はわかりにくいという理解は、男性あるいは女性というカテゴリーに基づく通俗的な見方である。このような見方は、ノアールの「個の尊重」という理念に反しているといえる。
　一方、ホワイトハンズは、射精介助に対応させるかたちで、2008年に女性障害者の「性機能の健康管理」「性機能の低下防止」という目標を設定した「膣液の分泌介助」というサービスの検討を始めた（【資料④】）。「性機能の低下予防」という「目的を満たす程度」の「分量の目安は検討中」とのことである※9。ここでは「膣液の分泌」が「性機能の健康管理」「性機能の低下防止」と関連づけられているのだが、この論拠はどこにあるのだろうか。それについて記した文献あるいはデータを示してほしい。それがないのであれば、これは擬似医学的で危険な言説を言わざるを得ない。なお、この件に関する続報は、その後、出てきていないようであるが、女性モニターについては継続して募集しているとのことである※10。
※9　　http://blog.peachcare.jp/?eid=764021：2017年10月12日閲覧
※10　坂爪真吾氏講演「セックスと障害者」、公開セミナー「性的マイノリティ（障害のある人のセクシュアリティ）と多元的共生」、立教大学、2017年9月30日
　２．９　サービスの名称と目的の違い
　最後に、ノアールとホワイトハンズの名称と目的の違いについてみておく。

　ノアールのマスターベーション介助とホワイトハンズの射精介助の名称の違いは、目的の違いである。
　まず、ノアールのマスターベーション介助の目的はその名称どおり、マスターベーションを行うことができるように支援すること、である。
　一方、ホワイトハンズの射精介助は、「性的な快感の「最大化」を目的とする介助ではなく、「性機能の健康管理」という目的を達成するための、性的な快感の「最適化」を目的とするケア※11」であるとしている。ここでは射精が「性機能の健康管理」につながるとされているが、その論拠やデータが示されていない。それが示されないのであれば、これもまた擬似医学に類する言説だと言われても仕方がないであろう。
※11　 http://www.whitehands.jp/eh4.html：2017年10月13日閲覧
3． 活動
　ここでは、ノアールのホームページにアップされている「利用の流れと費用」をとおして、同法人の活動についてみていく。

　３．１現在の活動

　ノアールが「現在の活動」としてあげているのは以下の項目である。

１：身体障害者の性（＝セクシャリティ）に関するセミナー・イベントの開催
２：身体障害者への性的サポート（会員のみ）
３：ネット（メール）による相談（会員のみ）
４：レポート、論文等作成協力（会員のみ）
５：インターネット（メディア）による情報発信
６：アダルトグッズの改造、改良、販売等（会員のみ）※12
　以上の他に、書籍・映像等による情報発信については積極的に行っている。2017年9月29日に封切られた松本准平監督、リリー・フランキー主演による映画『パーフェクト・レボルーション』もそのひとつである。
　３．２サービス利用の流れ

　ノアールが掲げている障害者への性的支援は以下のとおりである。
· 自助具の製作

· マスターベーション介助（直接介助）
　つぎに、サービス利用の流れは以下のとおりである。
· 利用希望者、サービス提供者ともに賛助会員として登録
· 身体状況のアセスメント
· 身体障害者手帳や要介護度認定書類の確認とコピー
· ケアプラン作成
· サービス提供開始
　３．３　身体状況のアセスメント
　ここでは、「身体状況のアセスメント」について、現在ノアールが取り組んでいる「添い寝介助」の具体例をとおしてみてみたい。なお、「添い寝介助」は、ノアールが「将来的に想定していること」のひとつにあげている「身体障害者同士のカップル、夫妻の性交介助」にあたるものに該当する。
1 カップルから依頼を受けたノアールの代表者が、依頼内容をアセスメント担当の作業療法士に伝える。
2 アセスメント担当の作業療法士と代表者が、カップルのそれぞれに面談を行う。面談では、依頼内容、最終目標、とりあえずの目標の確認をしたあとで、作業療法士が身体状況のアセスメントを行いながら、目標の実現のために必要な用具や機器、場所、スタッフの人数、配置等について検討を行う。
3 添い寝介助終了後、利用者のカップルの感想を聴き、介助スタッフで反省会を行い、次回に向けての検討を行う。

　ここでも、ノアールの性的支援が利用者と支援者との双方向のコミュニケーションを基盤にして展開されていることがわかる。
4． おわりに
　ノアールの理念と活動を検討しながら、必要に応じてホワイトハンズについても言及してきた。

　最後に、ノアールとホワイトハンズの違いについて確認しておきたい。
　双方向のコミュニケーションを通じて利用者のニーズに応じた目標を設定し、それを達成していくことをめざすというスタンスで障害者の性的支援に取り組んでいるのが、ノアールであった。

　一方で、あらかじめ提供されるサービスに設定されている目的を実現することを一義的にめざしているのが、ホワイトハンズであった。
　本報告が、障害者の性的支援のあり方について議論するひとつのきっかけになればと願っている。
